The Contrasitive Analysis of Similar Surface Structure : "吃饭去" and "进门去"、"让学生背课文" and 把书放在桌子上" by 呉 念聖










































































































































































































































































































































































































































表層： １→Ｖ２→０２ Ｅ→，(］ 
深層： １ ｒ１ ＬＪ 
Ｖ２→０２ 
①表１の表層の要をなしているのは第一動詞“辻”である。表２の表巨
の核は“把，'である。賎把”は前置詞か同動詞かという問題はさておいて、そ
の位置は表１の“辻”と同じである。まさにこの二語がその後の詞を統御し
ており、述部の性格を規定しているといっても過言ではない。
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②兼語という用語は二層にまたがり、表層で目的語をつとめながらも、
深層(その実、意味)においてはその目的語を取る動詞の結果か目的を表す動
詞の主語にも扮する。それゆえ、兼語式ないし連動式不要という意見もあっ
た｡(12）ふるい意見ではあるが、再度検討する意義があるとわたしは思う。
<注＞
(1)例えば、劉月華氏は、文末の“来､，と墜去”が方向補語であるかそれとも連動
文の第二動詞であるかについては、区分基準をあげている。（｢栄子趨向朴珸
鯉来,,、‘0去，，的几卜阿題」『i苦言教学与研究』1980年第３期)。
(2)例えば、丁声樹氏らは次のように述べている、
“去鰯字可以在劫同詰杓前失，也可以在后失，也可以前后都用。例如：
我去芙菜。
我讓菜去。
我去芙菜去。
迫三句活意思相同。（《現代i又浩浩法垪活》ｐ､113商芳印ｷﾂ館1961年)。
(3)連動文の類型について、いくつかの意見が出されているが、今だに整理整頓中
である。難点はその分類基準の不一致である。昊后主《連劫句･兼摺句》ｐ､54-63
（人民教育出版社1990年)を参照。
(4)．`到翰と“去”の違いについて、菱沼透「"来,，峰去,．と‘`到"」（『明治大学教養
論集・外国語外国文学』255号1993年)に詳細な考察がある。
(5)ただ場所目的語が取れない(取らないという意味ではない）馳去'，“来,’もある。
例えば、“需要我(､去学。、去研究｡，'“我来搬｡”の中の“去…釆剰はそうであ
る。ただその時の"去伽“来"は方向機能をもたず、全く形式化されたのでそのよ
うな文を連動文として見ないという意見もある。（萢暁《i又珸的短珸》ｐ､136-
137)。
(6)非名詞性の目的語を認める見解はある。禁文篁〈帯非名同性箕矯的幼同＞（《句
型和幼同》珸文出版社1987年を参照。
(7)その点について劉月華氏ははっきり否定している。注(1)を参照。
(8)｡`走着去,'の場合の伽去,，をどう見るのか。普通はこの構文を連動式の－類型と
して見ている。前動詞が後動詞の手段か方式であり、後動詞の“去幟は強く発音
される。日本語になおす時も‘．歩いて行く職または“徒歩で行く”ともいえる。
よってこの構文を連動よりも修飾と被修飾の関係だと見る者も少なくない。そう
すればここの“去嚇は実意をもつ方向動詞と考えられよう。
(9)例えば、呉啓主氏が“兼珸式的同形格式通有`被'字句和`把，字句格式。圦清迄
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些同形格式的特点、把,E、圦兼浩式中排除出来，剰下来的オ是兼珸式｡,'と述べて
いる。（《迷劫句・兼矯句》ｐ､７６注(4)を参照｡）
(１０）拙論『動詞後の「在」について」（早稲田大学語学教育研究所ｒＬＴＮＥＷＳＪ
９１号1992年３月）を参照。
(ＩＤ受身文を一種の特殊な兼語文として見る意見もあった。例えば、次の例をこう
分析する、
他被老l1iii興了。
Ｓ１＋Ｖ１＋Ｏ/Ｓ２＋Ｖ２ 
むろん、“被',を動詞(同動詞とか次lib調とかいろな雷い方がある）としてみること
が立論の前提である。（《現代汲矯矯法ijl:活》ｐ､119注(2)を参照｡）
(I跡呂翼平<iwi小平面，両利Ⅲ性航：同鯏和句子的分析＞（《学司与探索》1979年第４
期)を参照。
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